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平成３１年４月２日（火）午前９時～５月１９日（日）午後５時

熊谷市立熊谷図書館　３階　美術展示室

目的・内容
17音の短型詩である俳句の文学性や芸術性を追求し、そして季語にこだわらない社会性俳句・造型
論という新たな俳句論を紡ぎ出した、現代俳句の牽引者・金子兜太氏の作品を展観いたします。
「産土」秩父に想いを馳せつつ、人間そのものを見つめ、表現されたその作品をぜひご覧いただき
たいと思います。展示点数：約１００点

影響・効果
現在、テレビ番組や作家・森村誠一先生の写真俳句などで俳句ブームですが、今回の企画展によっ
て現代俳句の第一人者である金子兜太氏の業績を広くご紹介できると思います。また通常一般的な
俳句は季語を入れ込んで詠むことを主眼としますが、そこにこだわらない俳句、「人間を詠む」芸
術性、文学性の高い俳句についてご紹介することで、さらに俳句の世界の深さを感じていただける
と思います。

【関連事業】
記念講演会
講師：黒田杏子氏（俳人）　日時：５月１８日（土）午後１時開場、午後１時３０分開演
場所：熊谷市立文化会館ホール　　定員：４５０人（抽選）　　参加費：無料
申込方法：往復はがきに住所、氏名、電話番号、講演会希望を記載のうえ、４月２１日必着で郵送
でお送りください。５月上旬に当選はがきをお送りいたします。

特徴やPRポイント
金子兜太氏の作品は、社会性俳句と呼ばれる、季語にこだわらずに詠む人間のそのものを暗喩とし
て俳句の中で表現するので、難解な俳句もあります。そこで、金子兜太氏自身が自分の俳句の解説
をしている書籍を参考に、解説文を付しています。それによって、その俳句をつくったときの心境
や状況などが克明に理解できると思われます。

また、金子兜太氏の作品だけでなく、父・元春氏（俳号：伊昔紅）の作品も合わせて展示すること
で、俳句世界と金子父子との繋がり、俳句世界と故郷秩父・皆野の繋がりなども紹介できると思い
ます。

主催
熊谷市立熊谷図書館（担当：美術、郷土係）

資料の有無（　　有　　・　　無　　）
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平成３１年度企画展「追悼・金子兜太～現代俳句の牽引者～」の開催について

平成３１年３月２６日発表
担当課：熊谷図書館




